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3D浸水ハザードマップ作成技術



3D浸水ハザードマップ開発の背景

増加する大雨
• 地球温暖化の影響により、｢想定外｣や｢経験したことが無い｣とい
う言葉で表現される水害が増加している。

• 避難勧告を受ける市民の数も増加している。

http://www.tenkinoarekore.com/entry/2018/07/26/200312

西日本豪雨では最大23府
県の863万人に避難指
示・勧告が発令された。



再現性が高かったハザードマップ

真備町の実際の浸水区域とハザードマップは一致して
いた。

毎日新聞ＨＰより

来るのは防災意識の高い人だけ

マップが身近なものと感じてもらえない

死者51人



ハザードマップの活用状況

国交省



• 被害予想をバーチャル映像で見せてくれないと実感が沸かない。

• 避難準備が出されてもネットでいくら探しても地域名が出てこなく
てどこが該当するかわからなかった。

• 川が決壊したと言っても自分の住んでる場所からは遠いので関係無
いと思った。

• 50年とか80年、経験がなければ今回も大丈夫と思ってしまう。

• 避難勧告、避難指示といったいわゆる行政用語だけでは我々には程
度の違いがわからない。

• 家・車・大型家財を放棄して逃げる事に対して、心理的ブレーキ。

• 正常性バイアスがかかって深刻な事態から目を背ける心理。

こしくわブログより http://koshikuwa.info/

住民の意見



ハザードマップ課題

これまでの洪水ハザードマップ

• 現状のハザードマップは事
前に浸水深や避難ルートな
どを確認しておくことを前
提としているため、事前に
確認していない人には殆ど
役に立たない。

• 特に、携帯で見た場合…

1.自分のいる場所が分からない。
2.色の意味が分からない。

住民目線のソフト対策へ転換すべき！！
（内閣府・社会資本整備審議会）



最近の流れ①

国土交通省ハザードマップポータルサイト
（重ねるハザードマップ） 2016年6月

 携帯で見た場合

1. 自分のいる場所が分からない。

2. 色の意味が分からない。

→ 携帯GPS機能で自分のいる場所を探せる。

→ クリックすると、色が説明される。

水深を示されても実感がわかない。



最近の流れ②

ARハザードスコープ

「札幌市防災アプリ」（そなえ）2017年9月

 携帯で見た場合

1. 自分のいる場所が分からない。

2. 色の意味が分からない。

→ 自分のいる場所の水位だけは分かる。
※広域図は、昔のハザードマップのまま

→ 水位が視覚的に表示される。

全体が分からないと、逃げる方向が…

アプリの作成にはお金がかかる。



3D浸水ハザードマップ

「寒地土木研究所ＨＰ」
2018年6月

Google Earthのストリート
ビューに浸水深を描画す
る技術を開発．

3D浸水ハザードマップ

Google Earthを利用しているため安価

→ 携帯GPS機能で自分の
いる場所を探せる。

→ 水位が視覚的に表示
される。



2018年6月9-10日 「チ・カ・ホ」

2日間で約250名が来場



2018年6月17日 札幌水防演習

約60名が来場

67％が分かり易いと回答

• 自分の家が浸かっているのが分かった。（子供）
• おばあちゃんちが浸かっていた。（子供）
• 車や玄関、窓の高さと比較できた。
• 具体的に見えるので、数字で示すより良いと思う。



社会実装：石狩市・富良野市との連携


